
 

 

定年退職を迎えて 

 

機械センター部門  川島 俊美 

 

 

１．はじめに 

 昭和 62 年 5 月 1 日に群馬大学工学部に文部技官教務員として奉職して以来 31 年が経過

し、定年退職を迎えるにあたり、これまでを振り返ってみた。 

 

２．在職期間 

・昭和 62 年 5 月 1 日から平成 18 年 3 月 31 日 ： 建設工学科 

・平成 18 年 4 月 1 日から現在まで ： 研究推進支援センター マシンショップ 

 

３．配属先と業務内容 

1)昭和 62 年 5 月 1 日から平成 4 年 3 月 31 日 

建設工学科では最初に構造研究室（コンクリート：辻幸和助教授、池田正志技官 鋼構

造：坂野昌弘助手）に配属、学生実験の補助（主にコンクリート）、ゼミへの参加、研究

室配属学生の研究補助等を行った。（所属学会：土木学会、日本コンクリート工学協会） 

2)平成 4 年 4 月 1 日から平成 16 年 4 月 1 日 

都市計画学研究室（都市計画学、交通工学：青島縮次郎教授、磯部友彦助手）に異動、

ゼミへの参加、研究室配属学生の研究補助等を行った。（所属学会：土木学会、交通工学

研究会、環境情報科学センター） 

3)平成 16 年 4 月 1 日から平成 18 年 3 月 31 日 

建設工学科事務室（石田記子事務補佐員）に異動、各研究室の事務作業補助および学生

の対応等の事務室業務を 2 名で担当。 

4)平成 18 年 4 月 1 日から現在 

 研究推進支援センター マシンショップ（高橋義光技術職員、金井三十男技術職員）に

異動、工作機械の操作方法および製作方法を基礎から指導していただきました。 

また、機械システム工学科（現機械知能システム理工学科）の工作実習において主に旋

盤を担当。また、研究室から依頼される工作物の製作、予算管理。 

 

４．技術部業務 

平成 18 年 4 月 1 日より、教務員から工学系技術部の所属（技術職員）となり、技術部の

委員会、作業グループの運営に協力。 
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